
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

。
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ペースト状物質を分配する装置であって、
　前記ペースト状物質を収容する容器（１５，２５，３５，４５ )と、
　前記容器の一端を受け入れる後方円筒状フランジ (１３，２３，３３，４３ )と、分配用
開口 (１７，２７，３７，４７ )を有する横断壁 (１２，２２，３２，４２ )とを有する実質
的に堅いキャップ (１１，２１，３１，４１ )と、
　を具備し、
　前記容器（１５，２５，３５，４５ )は、前記キャップ (１１，２１，３１，４１ )の前
記横断壁 (１２，２２，３２，４２ )により前側方向に支持されるフィルムを有し、
　前記キャップは、前記フィルムに対面する先端 (１９，２９，３９，４９ )を有し、
　前記フィルムが、前記容器（１５，２５，３５，４５）に加えられた分配圧力により過
剰に緊張され前記先端により破られ、
　前記先端 (１９，２９，３９，４９ )が前記容器の空の状態では前記横断壁（１２，２２
，３２，４２）を越えて実質的に突出しないようになっている、ペースト状物質を分配す
る装置において、
　前記容器は、フィルムチューブ (１５，２５，３５，４５ )であり、該フィルムチューブ
(１５，２５，３５，４５ )は前記キャップ (１１，２１，３１，４１ )の前記後方円筒状フ
ランジ (１３，２３，３３，４３ )に固着されている、
　ことを特徴とするペースト状物質を分配する装置



【請求項２】
　

。
【請求項３】
　

【請求項４】
　

【請求項５】
　

【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

【請求項９】
　

【請求項１０】
　

【請求項１１】
　

【請求項１２】
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ペースト状物質を分配する装置であって、
　前記ペースト状物質を収容する容器（１５，２５，３５，４５ )と、
　前記容器の一端を受け入れる後方円筒状フランジ (１３，２３，３３，４３ )と、分配用
開口 (１７，２７，３７，４７ )を有する横断壁 (１２，２２，３２，４２ )とを有する実質
的に堅いキャップ (１１，２１，３１，４１ )と、
　を具備し、
　前記容器（１５，２５，３５，４５ )は、前記キャップ (１１，２１，３１，４１ )の前
記横断壁 (１２，２２，３２，４２ )により前側方向に支持されるフィルムを有し、
　前記キャップは、前記フィルムに対面する先端 (１９，２９，３９，４９ )を有し、
　前記フィルムが、前記容器（１５，２５，３５，４５）に加えられた分配圧力により過
剰に緊張され前記先端により破られ、
　前記先端 (１９，２９，３９，４９ )が前記容器の空の状態では前記横断壁（１２，２２
，３２，４２）を越えて実質的に突出しないようになっている、ペースト状物質を分配す
る装置において、
　前記容器はフィルムチューブ (１５，２５，３５，４５ )であり、該フィルムチューブ (
１５，２５，３５，４５ )は前記キャップ (１１，２１，３１，４１ )の前記後方円筒状フ
ランジ (１３，２３，３３，４３ )に接着されている、
　ことを特徴とするペースト状物質を分配する装置

前記先端がフィルムチューブ（１５）の軸方向に延びる釘（１８）に形成されている請
求項１または請求項２に記載の装置。

前記釘（１８）が前記横断壁（１２）の内部に設けられ前記分配用開口（１７）を取巻
く実質的に円筒状の凹所（１６）に配設されている請求項３に記載の装置。

前記釘の先端（１９）が前記フィルムを支持する前記横断壁（１２）の平面から前記凹
所（１６）の中に偏倚している請求項４に記載の装置。

前記釘（１８）の高さが前記凹所（１６）の深さの半分より小さい請求項５に記載の装
置。

前記凹所（１６）と前記横断壁（１２）とが実質的に鋭利な縁を形成している請求項４
から請求項６の何れか一つの請求項に記載の装置。

前記フィルムと該フィルムを支持する前記横断壁（１２）の表面との少なくとも一方に
摺動防止手段が設けられている請求項１から請求項７の何れか一つの請求項に記載の装置
。

前記凹所（１６）が実質的に前記釘の先端（１９）を完全に取巻く実質的に円筒形の断
面を有している請求項４から請求項８の何れか一つの請求項に記載の装置。

前記釘（１８）が前記キャップ（１１）に対して分配方向とは反対側に弾性的に付勢さ
れている請求項３又は請求項４に記載の装置。

前記先端（２９，３９）が前記分配用開口（２７，３７）と同軸で前記横断壁（２２，
３２）の平面を越えて後方に突出する円筒状パイプ（２８，３８）の斜めの端部によって
形成されている請求項１または請求項２に記載の装置。

前記円筒状パイプ（２８，３８）が圧力のもとにその先端（２９，３９）が前記横断壁



【請求項１３】
　

【請求項１４】
　

【請求項１５】
　

【請求項１６】
　

【請求項１７】
　

【請求項１８】
　

【請求項１９】
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（２２，３２）の平面と実質的に同一の平面となる程度に軸方向に移動できるよう配置さ
れている請求項１１に記載の装置。

前記円筒状のパイプ（２８）が予定された破壊位置（２６）で前記キャップ（２１）に
一体に連結されている請求項１２に記載の装置。

前記円筒状パイプ（３８）が前記キャップ（３１）に対して分配方向とは反対側に付勢
されている請求項１２に記載の装置。

付勢力が、分配圧力が加えられた時前記フィルムに傷をつけしかも分配ピストンと係合
した時引込むように選択されている請求項１０又は請求項１４に記載の装置。

前記先端（４９）が前記キャップ（４１）と一体に形成されかつ該キャップに対し角度
をなして延びているレバー（４８）の端部に設けられている請求項１または請求項２に記
載の装置。

ペースト状物質を収容したフィルムチューブ（１５，２５，３５，４５）を空にする装
置であって、フィルムチューブの一端を受け入れる後方円筒状フランジ（１３，２３，３
３，４３）を有する実質的に堅いキャップ（１１，２１，３１，４１）と、フィルムチュ
ーブを前側方向に支持し分配用開口（１７，２７，３７，４７）を有している横断壁（１
２，２２，３２，４２）と、分配用開口に配設されたチューブフィルムの一部を破壊する
手段とを具備している、フィルムチューブを空にする装置において、
　前記破壊手段がフィルムチューブに対面する先端（１９，２９，３９，４９）を含み、
前記チューブフィルムが前記先端により破られまたフィルムチューブ（１５，２５，３５
，４５）に加えられた分配圧力により過剰に緊張され、前記先端がフィルムチューブの空
の状態では前記横断壁（１２，２２，３２，４２）を越えて実質的に突出しないようにな
っており、
　前記先端がフィルムチューブ（１５）の軸方向に延びる釘（１８）に形成されており、
　前記釘（１８）が前記キャップ（１１）に対して分配方向とは反対側に弾性的に付勢さ
れている、
　ことを特徴とするペースト状物質を収容したフィルムチューブを空にする装置。

前記釘（１８）が前記横断壁（１２）の内部に設けられ前記分配用開口（１７）を取巻
く実質的に円筒状の凹所（１６）に配設されている請求項１７に記載の装置。

ペースト状物質を収容したフィルムチューブ（１５，２５，３５，４５）を空にする装
置であって、フィルムチューブの一端を受け入れる後方円筒状フランジ（１３，２３，３
３，４３）を有する実質的に堅いキャップ（１１，２１，３１，４１）と、フィルムチュ
ーブを前側方向に支持し分配用開口（１７，２７，３７，４７）を有している横断壁（１
２，２２，３２，４２）と、分配用開口に配設されたチューブフィルムの一部を破壊する
手段とを具備している、フィルムチューブを空にする装置において、
　前記破壊手段がフィルムチューブに対面する先端（１９，２９，３９，４９）を含み、
前記チューブフィルムが前記先端により破られまたフィルムチューブ（１５，２５，３５
，４５）に加えられた分配圧力により過剰に緊張され、前記先端がフィルムチューブの空
の状態では前記横断壁（１２，２２，３２，４２）を越えて実質的に突出しないようにな
っており、
　前記先端（２９，３９）が前記分配用開口（２７，３７）と同軸で前記横断壁（２２，
３２）の平面を越えて後方に突出する円筒状パイプ（２８，３８）の斜めの端部によって
形成されており、
　前記円筒状パイプ（２８，３８）が圧力のもとにその先端（２９，３９）が前記横断壁



【請求項２０】
　

【請求項２１】
　

【請求項２２】
　

【請求項２３】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はペースト状物質を収容しているフィルムチューブを空にする装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ペースト状物質を収容し、フィルムチューブの端部を受けるための後方円筒状フランジを
有する実質的に堅いキャップとフィルムチューブを前側方向に支持し分配用開口を有する
横断壁とチューブのフィルムの一部を破るための分配用開口に配設された手段とを具備し
ているフィルムチューブを空にする装置はドイツ実用新案第９，１０３，０３８号から公
知である。この公知の装置において、チューブの半径方向を横切って延びる面を有するブ
レード（刃）がチューブを破るために用いられる。チューブを空にするために、圧力がチ
ューブの後端部に加えられ、この圧力がチューブの内容物を介して前進しチューブの前端
部を刃の斜めの刃先に押しつける。この作用により、チューブの前端にあり中心から外側
に向って延びている折り目が切断され、チューブが開かれる。
【０００３】
実際に用いられるフィルムチューブ材料に関するその機能を正しく果たすため、この公知
の装置は正規にはキャップに取付けられた別体の金属片によってのみ得られる比較的鋭利
な刃を必要とする。これは正規には使い捨て部分として形成されるこの装置のコストを増
大させるものとなる。
【０００４】
刃が固定の要素として形成された時は、この刃はピストンがチューブを完全に空にするた
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（２２，３２）の平面と実質的に同一の平面となる程度に軸方向に移動できるよう配置さ
れている、
　ことを特徴とするペースト状物質を収容したフィルムチューブを空にする装置。

前記円筒状パイプ（２８）が予定された破壊位置（２６）で前記キャップ（２１）に一
体に連結されている請求項１９に記載の装置。

前記円筒状パイプ（３８）が前記キャップ（３１）に対して分配方向とは反対側に付勢
されている請求項１９に記載の装置。

付勢力が、分配圧力が加えられた時前記チューブフィルムに傷をつけしかも分配ピスト
ンと係合した時引込むように選択されている請求項１７、請求項１８および請求項２１の
いずれか一つの請求項に記載の装置。

ペースト状物質を収容したフィルムチューブ（１５，２５，３５，４５）を空にする装
置であって、フィルムチューブの一端を受け入れる後方円筒状フランジ（１３，２３，３
３，４３）を有する実質的に堅いキャップ（１１，２１，３１，４１）と、フィルムチュ
ーブを前側方向に支持し分配用開口（１７，２７，３７，４７）を有している横断壁（１
２，２２，３２，４２）と、分配用開口に配設されたチューブフィルムの一部を破壊する
手段とを具備している、フィルムチューブを空にする装置において、
　前記破壊手段がフィルムチューブに対面する先端（１９，２９，３９，４９）を含み、
前記チューブフィルムが前記先端により破られまたフィルムチューブ（１５，２５，３５
，４５）に加えられた分配圧力により過剰に緊張され、前記先端がフィルムチューブの空
の状態では前記横断壁（１２，２２，３２，４２）を越えて実質的に突出しないようにな
っており、
　前記先端（４９）が前記キャップ（４１）と一体に形成されかつ該キャップに対し角度
をなして延びているレバー（４８）の端部に設けられている、
　ことを特徴とするペースト状物質を収容したフィルムチューブを空にする装置。



め十分に前進するのを阻止する。
【０００５】
ドイツ特許公開第３，８２６，８８７号から公知のもう１つの装置においては、フィルム
チューブは空にする工程の前に、キャップに設けられた放出パイプを通って手で挿入しそ
の後で引抜かなければならない釘によって穴があけられる。この操作は厄介で時間を要す
るばかりでなく、容器の内容物が早期に放出されそのため周囲を汚染し及び／又は内容物
自体が異物により容認できないほどに汚染されるという危険を伴う。さらに、この公知の
装置は動力作動の放出装置に用いるには適当でない。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、ペースト状物質を収容しているフィルムチューブを空にする装置であっ
て、安全な開口とチューブの内容物の完全な取出しとを保証する装置を提供することであ
る。さらに本発明の装置は動力で作動される放出装置に用いるのに適合するようになって
いる。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明は、フィルムチューブの端部を受け入れる後方円筒状
フランジを有する実質的に堅いキャップと、フィルムチューブを前側方向に支持し分配用
開口を有する横断壁と、チューブのフィルムの一部を破るための分配用開口に配設された
手段とを具備する、ペースト状物質を収容しているフィルムチューブを空にする装置にお
いて、前記フィルムを破る手段がフィルムチューブに対面する先端を含み、チューブのフ
ィルムが前記先端により破られるとともにチューブに加えられた分配圧力により過剰に緊
張され、前記刃先がフィルムチューブの空になった状態では前記横断壁を越えて突出しな
いようにしていることを特徴とするフィルムチューブを空にする装置を提供する。
【０００８】
本発明によれば、フィルムチューブの安全な開口は取扱いが困難であるフィルムとペース
トの場合においても保証される。チューブが空の状態において前記先端がチューブを支持
する横断壁を越えて実質的に突出することがないという事実は完全に内容物を空にするこ
とができるようにする。
【０００９】
好適な実施態様においては、先端はチューブの軸方向に延びる釘上に形成され、この釘は
横断壁の内部に設けられ分配用開口を取巻く実質的に円筒状の凹所に配設されている。こ
れは効率的な作用をもたらししかも安価に製造できる。
【００１０】
他の実施態様においては、釘の先端がチューブを支持する横断壁の平面から凹所の中へと
偏倚している。圧力がチューブの後端に加えられたならば、凹所の上に位置するチューブ
の部分は最も大きく過剰に緊張されるフィルムの中央部分が凹所の内部に配設された釘の
先端に到達するまで凹所の中へと変形するようになり、それによりチューブの前記部分が
破られるようになる。この過剰に緊張したフィルムの破れは単に突き刺し又はナイフで切
断することにより行われるよりも実質的に大きな開口をもたらし、これがチューブの内容
物の妨げられることのない分配にとって有利となる。
【００１１】
釘の先端がフィルムチューブの空になった状態ではチューブを支持する横断壁から偏倚し
ているという事実は、この釘が分配ピストンを邪魔しないため完全な内容物の取出しを可
能にする。同時に、この構造はチューブが開口に必要な最小の圧力が加えられないでは釘
の先端に到達することがないため、輸送中に保護ができるようにする。
【００１２】
全体の装置の軸方向の長さをできるだけ減少させるのが有利である。このため、釘の高さ
は好ましくは凹所の深さの半分より小さくする。
【００１３】
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チューブフィルムが膨張中、釘の先端との接触によって破られるのに十分な程度には過剰
に緊張されない場合に凹所に滑り込むのを阻止するため、凹所と壁とが一緒になって実質
的に鋭利な縁を形成しまたチューブフィルム及び／又はチューブを支持する横断壁の表面
には摺動防止手段を設けるのが好ましい。
【００１４】
好ましくは、凹所は釘の先端を実質的に完全に取巻く実質的に円形の断面を有している。
これは最も大きく膨らまされ緊張されたチューブフィルムのこの部分が釘の先端に接触す
るようにさせる。
【００１５】
キャップの底を実質的に平坦にしそれにより材料に対する要求の低い構造部分を形成しし
かも完全な内容物の取出しを保証するのが有利である。
【００１６】
本発明のさらに他の実施態様においては、先端は分配用開口と同軸で横断壁の平面を越え
て後方に突出する円筒形パイプの斜めの端部によって形成される。このパイプは圧力のも
とにその先端が実質的に横断壁の平面と同一平面となるまで軸方向に動くことができる。
パイプは予定した破壊位置でキャップに一体に連結され、又は分配方向と反対側にキャッ
プに対し付勢される。これらの実施態様において、フィルムチューブはキャップの放出用
開口の中に直接流れ出るペーストを案内するパイプの先端によって開口される。
【００１７】
この装置全体は１つの一体部分として製造することができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
図１Ａと１Ｂに示される装置は中間部分１０によって一体的に相互に連結された２つのキ
ャップ部分１１，１１′を含むキャップ構造からなっている。それぞれのキャップ部分は
横断壁１２，１２′と、横断壁から後方に（図１Ａでは上方に）延びる円筒形フランジ１
３，１３′と、中央に配設され前方に（図１で上方に）突き出る円筒状－円形樋１４，１
４′とを有している。各キャップ部分１１，１１′はフランジ１３，１３′に接着されフ
ランジと同じ寸法に形成されたフィルムチューブ１５，１５′の前端を受け入れ、樋１４
，１４′は挟持具によって閉じられるチューブの前端を受け入れるようになっている。
【００１９】
キャップ構造と製造者によるペースト状物質が充填された２つのフィルムチューブとで構
成されたこの完成ユニットは例えばヨーロッパ特許出願公告第０，４９２，４１３号に開
示されているような装置の中に置かれるようになっている。キャップ構造から延びるフィ
ルムチューブの部分は２連シリンダー装置に挿入される。普通の動力駆動のピストンを前
進させることにより、２つのペーストはこの２つのチューブの断面積比に一致する混合比
で分配することができる。
【００２０】
前方に（図１では下方に）延びる凹所１６，１６′には各横断壁１２，１２′に各凹所の
底に連結されている分配パイプ１７，１７′が設けられている。
【００２１】
凹所１６は円筒形断面を有し中心に配設された釘１８を取巻き、釘の先端１９は横断壁１
２の平面から後方に固定されている。好ましくは釘１８の長さは凹所１６の深さの半分よ
りは小さい。釘１８はパイプ１７の開口のすぐ近くに位置している。
【００２２】
上記の凹所１６の円筒形状断面は好適な実施態様である。フィルムの材料、チューブの内
容物及び凹所に設けられた釘１８の数に依存して、他の、例えば楕円形の断面形状を用い
ることができる。
【００２３】
凹所１６′の底に、２つの釘１８′がパイプ１７′の開口の両側に一体に形成される。釘
１８′の先端１９′はまた横断壁１２′の平面から偏倚されている。図１Ｂに示されるよ
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うに、凹所１６′は全体が扇形の形状となっている。
【００２４】
上記したピストンが最初に前進した時、分配圧力が各凹所１６，１６′の上に位置するフ
ィルムチューブ１５，１５′の部分をこれが釘の先端１９，１９′に到達するまで凹所の
中に膨らませるのを開始しそしてこれにより上記のフィルムチューブの部分が破れるよう
にする。釘１８，１８′の長さは、凹所１６，１６′の深さに対しまたフィルム材料を考
慮して、フィルムが破られまたできるだけ大きな開口を形成するよう過剰な緊張が生じた
時にのみ釘の先端１９，１９′に接触するように、選択される。このようにして、凹所１
６，１６′の中へまたここから分配パイプ１７，１７′の中へのチューブ内容物の邪魔さ
れない流れが達成される。
【００２５】
凹所１６，１６′と横断壁１２，１２′の表面とは共にできるだけ小さく丸くされ本質的
に鋭利とされた－フィルムを損傷しない程度に－縁を形成しチューブフィルムの摺動する
のを阻止するようにしている。同じ目的で、チューブ１５，１５′を支持する横断壁１２
，１２′の表面が粗面とされ及び／又はフィルムが摺動防止手段で被覆されもしくは摺動
防止手段が設けられる。
【００２６】
他の実施態様（図面には示されていない）においては釘１８，１８′はその先端が各横断
壁１２，１２′の平面内に位置するような長さとする。
【００２７】
図２の装置は図１Ａと１Ｂの装置とは、フィルムチューブに傷をつける先端２９，２９′
が、対応の分配パイプ２７，２７′の中に同軸に延びかつ予定された破壊位置２６，２６
′で分配パイプ２７，２７′に一体に連結されている他方の端部を有する斜めに切断され
た円筒状パイプ２８，２８′の端部に形成されている点で相違している。図中２１，２１
′はキャップ部分、２２は横断壁、２３は円筒状フランジである。
【００２８】
フィルムチューブ２５，２５′を製造し充填するに当り、フィルムチューブがパイプ２８
，２８′の領域内に緩く位置し各先端２９，２９′がチューブと無視できる圧力よりも大
きな圧力で接触しないように注意がはらわれる。分配ピストンが前進された時、この圧力
は先端がフィルムチューブに傷をつけこれを破るまで増大する。チューブの内容物は先端
２９，２９′を形成するパイプ２８，２８′を通って流れ、そして分配パイプ２７，２７
′に直接流入する。
【００２９】
分配ピストンが各先端２９，２９′に到達した時、これ以上の前進運動は予定した破壊位
置２６，２６′を破りパイプ２８，２８′を分配パイプ２７，２７′の中へと動かす。チ
ューブの内容物の完全な排出はこのようにして保証される。
【００３０】
予定した位置２６，２６′を破るのに必要な力は、用いられるチューブフィルムの特性、
特に靱性とチューブ内容物の特性、特に粘性とを考慮して先端２９，２９′がチューブを
破るのに必要な力よりも大きくなるように選択される。
【００３１】
図１Ａとは異なる図２の実施態様では、フィルムチューブ２５，２５′は図１Ａと１Ｂの
実施態様において設けられていた樋１４，１４′が必要でないように内方に向けられた蓋
が設けられる。これはチューブを完全に空にするという観点からは有利ではないが、横断
壁２２，２２′のさらに簡単な構造が得られる。したがって、第１の実施態様で採用され
た樋形状の横断壁を図２の実施態様にも用いることができる。これと逆に、図２の構造を
図１Ａと１Ｂの実施態様に用いることができる。
【００３２】
図３の実施態様は図２の実施態様とは大部分において同じである。しかしこの場合、パイ
プ３８，３８′が予定した破壊位置でキャップ部分３１，３１′に連結されておらず分配
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方向と反対側に弾性的に付勢されている。この付勢は分配パイプ３７，３７′の内部に設
けられた隆起部３４，３４′で支持された各スプリング３６，３６′から得られる。図中
３２は横断壁、３３は円筒状フランジである。
【００３３】
さらに、このスプリング３６，３６′の力は分配ピストンが前進された時パイプ先端３９
，３９′によってチューブフィルム３５，３５′上に加えられた圧力がチューブを傷つけ
チューブを破るのに十分であるように選択される。
【００３４】
最後の排出段階において、ピストンは直接各パイプ３８，３８′に接触しこれをスプリン
グ３６，３６′の付勢力に抗してチューブが完全に空になるまで分配パイプ３７，３７′
に押込む。
【００３５】
図４Ａと４Ｂによる本発明の実施態様においては、チューブフィルムに作用する先端４９
，４９′が、横断壁４２，４２′に一体に形成され無負荷の状態では横断壁４２，４２′
から角度をなして上方に延びているレバー４８，４８′の端部に設けられている。この状
態では、先端４９，４９′は各分配パイプ４７，４７′の軸線上に又はこの軸線の近くに
位置している。図中４１はキャップ部分である。
【００３６】
分配ピストンが前進された時、各フィルムチューブ４５，４５′は先端４９，４９′に押
しつけられ先端４９，４９′により傷がつけられ破られる。少なくとも分配ピストンが完
全に前進されてしまう時まで、レバー４８，４８′が横断壁４２，４２′上に実質的に平
らに位置しチューブを完全に空にするのを妨げないようにする。
【００３７】
比較的狭い分配パイプ４７′が設けられている図４Ａと４Ｂの右側のキャップ部分４１′
のレバー４８′がパイプの開口を閉塞しないようにするため、レバー４８′は図４Ｂに示
されているものとは異なりパイプ４７′の軸線から僅かに変位することができる。
【００３８】
図４Ａにおいては、２つのフィルムチューブ４５，４５′が特別の端部蓋なしで示されて
いる。これらは図１Ａ又は図２と３におけるように形成することができ、横断壁４２，４
２′は必要ならば図１Ａと同様の樋状の構造が設けられる。
【００３９】
上記の実施態様においては、キャップ構造が２つのフィルムチューブを共通に受け入れる
ような形状に作られる。本発明は、１つのキャップ構造が３つもしくはそれ以上のチュー
ブに与えられ又は複数のチューブの各々に別々のキャップが設けられあるいは１つのキャ
ップを有する単一のチューブが設けられる場合にも同様に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施態様によるフィルムチューブを空にする装置を示し、Ａはそ
の軸方向断面図、Ｂはその端面図である。
【図２】本発明の第２の実施態様の軸方向断面図である。
【図３】本発明の第３の実施態様の軸方向断面図である。
【図４】本発明の第４の実施態様を示し、Ａはその軸方向断面図、Ｂはその端面図である
。
【符号の説明】
１０…中間部分
１１…キャップ部分
１２…横断壁
１３…フランジ
１４…樋
１５…チューブ
１６…凹所
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１７…分配パイプ
１８…釘
１９…釘先端
２１…キャップ部分
２２…横断壁
２３…フランジ
２５…フィルムチューブ
２７…分配パイプ
２８…パイプ
２９…先端
３１…キャップ部分
３２…横断壁
３３…フランジ
３５…チューブフィルム
３６…スプリング
３７…分配パイプ
３８…パイプ
３９…パイプ先端
４１…キャップ部分
４２…横断壁
４５…フィルムチューブ
４７…分配パイプ
４８…レバー
４９…先端
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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